
16
747

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
本
市
の
最
重
要
課
題
で

あ
る
市
役
所
新
庁
舎
建
設
も
順
調
に

進
み
、
見
学
会
も
計
３
回
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
新
庁
舎
は
、
子
育
て
や

市
民
交
流
の
拠
点
、
津
波
避
難
ビ
ル

機
能
を
兼
ね
備
え
た
複
合
的
な
施
設

と
し
て
令
和
８
年
度
中
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
道

岩
屋
線
道
路
改
良
工
事
も
令
和
８
年

度
完
了
予
定
で
あ
り
、
市
民
生
活
の

拠
点
と
な
る
市
中
心
部
の
整
備
は
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
策
定
の
「
第
６
次
津
久

見
市
総
合
計
画
」（
令
和
８
年
度
〜

令
和
17
年
度
）
に
お
い
て
は
、
基
本

目
標
に
、市
民
生
活
の
「
安
心
」・「
豊

か
さ
」
と
「
人
財
」
の
育
成
、
こ
の

三
つ
の
柱
を
掲
げ
審
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
民
が
「
暮
ら

し
や
す
さ
」
や
「
幸
福
感
」
を
実
感

し
「
市
民
の
地
域
幸
福
度
」
の
向
上

を
図
る
こ
と
で
、
10
年
後
の
将
来
像

『「
地
域
の
力
」
が
つ
ど
い
未
来
を
創

る
ま
ち
、
津
久
見
〜
や
っ
ぱ
り
い
い

や
ん
、
つ
く
み
〜
』
と
思
え
る
ま
ち

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
11
年
度
以
降
の
開
業
を
目
指

し
て
い
る
「
街
な
か
観
光
拠
点
」
整

備
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
実
現
に

向
け
た
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

概
算
事
業
費
、
課
題
な
ど
を
整
理
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、「
み
な
と

オ
ア
シ
ス
津
久
見
」
エ
リ
ア
の
拡

大
、
新
庁
舎
や
つ
く
み
ん
公
園
と

の
連
動
性
等
を
鑑
み
、
国
・
大
分

県
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
取
組
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
流
・
関

係
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
食
・

つ
く
み
イ
ル
カ
島
・
保
戸
島
・
桜

観
光
・
産
業
観
光
等
の
観
光
情
報

の
発
信
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
つ
く
み
産
業
博
in
津

久
見
高
校
」
を
は
じ
め
と
す
る
１

市
１
校
で
あ
る
津
久
見
高
校
へ
の

支
援
、就
労
環
境
整
備
、新
規
創
業
・

事
業
承
継
の
促
進
、
外
国
人
材
の

受
入
れ
環
境
整
備
等
を
、
貴
会
議

所
の
ほ
か
、
関
係
機
関
と
連
携
し

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
国
は
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
重
点
支
援
地
方

交
付
金
を
拡
充
し
ま
し
た
。
津
久
見

市
で
は
本
交
付
金
を
活
用
し
、生
活
・

経
済
支
援
と
し
て
、
第
10
弾
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
ク
ー
ポ
ン
券「
つ
く
ぽ
ん
」

（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
）
の
発
行
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、
自
然

災
害
の
激
甚
化
な
ど
の
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
魅
力
的

な
津
久
見
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

平
素
よ
り
市
政
運
営
に
対
す
る
格
別

に
よ
り
国
際
貿
易
に
混
乱
が
生
じ
、

企
業
は
生
産
拠
点
の
移
転
や
調
達
先

の
変
更
と
い
っ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
さ

ら
に
は
地
政
学
リ
ス
ク
が
重
な
る
な

ど
、
世
界
経
済
が
大
き
く
揺
れ
動
き

ま
し
た
。

　
国
内
で
は
、
観
光
需
要
の
回
復
や

大
阪
・
関
西
万
博
が
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
反
面
、
コ
メ
価
格
高
騰
や
原

材
料
費
上
昇
が
家
計
を
直
撃
し
ま
し

た
。
日
本
初
の
女
性
総
理
大
臣
の
誕

生
や
、
そ
れ
に
伴
う
連
立
政
権
の
再

編
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
政
局
が
大
き

く
動
い
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
地
方
経
済
は
全
般
的
に
緩
や
か
に

回
復
し
て
い
る
と
い
う
も
の
の
、
人

口
減
少
と
人
手
不
足
、
地
方
中
小
企

業
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
や

人
口
流
出
が
依
然
と
し
て
構
造
的
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
承
継
や
地

域
経
済
の
維
持
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
本
商
工
会
議
所
と
し
て
も
、「
人

手
不
足
」
や
「
事
業
承
継
」
に
対
し

て
は
、多
様
な
人
材
の
活
躍
と
育
成
、

地
域
雇
用
・
外
国
人
雇
用
の
仕
組
み

づ
く
り
、
若
手
経
営
者
の
育
成
と
起

業
の
推
進
等
に
注
力
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
円
安
や
物
価
上
昇
に
よ
る

コ
ス
ト
増
に
直
面
し
、
最
低
賃
金
が

１
０
０
０
円
を
超
え
た
こ
と
も
踏
ま

え
、「
賃
上
げ
」
原
資
の
確
保
の
た

め
「
稼
ぐ
力
の
強
化
」
に
向
け
、
価

格
転
嫁
の
浸
透
を
行
う
と
と
も
に
、

今
年
更
新
を
す
る
「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
に
沿
っ
た
付
加
価
値
向

上
の
た
め
の
伴
走
支
援
を
精
力
的

に
進
め
、
管
内
事
業
者
の
更
な
る

経
営
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
や
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
産
業
、
あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
な
ど
、
若
者
や
女
性
が
受
け

入
れ
や
す
く
、
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

産
業
誘
致
や
創
業
支
援
に
も
力
を

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月

か
ら
改
正
Ｇ
Ｘ
法
に
基
づ
く
排
出

量
取
引
制
度
が
始
ま
る
等
、
規
制
が

強
化
さ
れ
、
企
業
に
は
一
層
の
Ｃ
Ｏ

２
削
減
と
技
術
革
新
が
求
め
ら
れ

る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
脱

炭
素
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
本

商
工
会
議
所
主
催
の
「
津
久
見
Ｐ
ｔ

Ｇ
研
究
会
」で
の
、水
素
メ
タ
ネ
ー

シ
ョ
ン
事
業
等
の
〝
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
誘
致
〞
の
調
査
・
研
究
の

継
続
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ポ
ー
ト(

Ｃ
Ｎ
Ｐ)

の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
国
・
県
・
市
へ
の
提
言
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。本
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
セ
メ
ン
ト
・
石
灰
石
産

業
の
持
続
・
繁
栄
と
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
新
た
な
産
業
の

創
出
を
図
る
べ
く
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
２
０
２
６
年
の
商
工
会
議
所
活
動

は
原
点
に
立
ち
返
り
、
組
織
の
体
制

強
化
、
事
業
所
の
経
営
支
援
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
重
点
に
据
え
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
国
・
県
・
市
と
の
連

携
を
深
め
る
と
共
に
、
行
動
す
る
商

工
会
議
所
と
し
て
先
導
的
役
割
を
果

た
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
米
国
の
相
互
関
税
政
策

新
年
の
ご
挨
拶

津
久
見
市
長

　石

　川

　正

　史

新
年
の
ご
挨
拶

会

　頭

　古
手
川
　保
　正

（1） 令和８年１月５日会議所ニュース
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会頭
古手川保正
古手川産業㈱

会長

専務理事
石堂　克己

津久見商工会議所
専務理事

常議員
宮﨑昇一郎
宮崎産業海運㈱

社長

常議員
古手川正治
龍南運送㈱

会長

常議員
中津留伸亮
㈱中津留組

社長

常議員
戸髙鉄之輔
㈱戸髙鉱業社

副社長

常議員
寺元　和彦

太平洋セメント㈱大分工場
工場長

副会頭
徳脇　伸明
徳脇工業㈱

社長

常議員
黒須綾希子
㈱ｃｏｔｔａ

社長

常議員
小代　一幸

小代築炉工業㈱
社長

常議員
首藤　正稔

㈱大分銀行津久見支店
支店長

常議員
大庭　裕士

大分太平洋鉱業㈱
社長

常議員
松井　達也

松井アルファス㈱
社長

常議員
中村　亮太

㈱伊予銀行津久見支店
支店長

常議員
西瀧　常博
西瀧海運㈱

会長

常議員
伊東　忠文
協和産業㈱

社長

常議員
鳥越　繁一
㈱鳥繁産業

社長

常議員
板井　竜太
㈱板井商事

社長

常議員
内田　正行

㈱豊和銀行津久見支店
支店長

監事
上田　孝吉

㈲九州電気酸素商会
社長

監事
生野栄次郎

大分信用金庫津久見支店
支店長

常議員
古家　哲生
豊南電工㈱

社長

常議員
小畑　光悦
東洋測量設計㈱

専務

議員
遠藤　龍也
㈲遠藤石油

社長

監事
久保田誠一

久保田誠一税理士事務所
代表

常議員
渡邉　　武
㈲九州電設

社長

常議員
髙木　鉄也
㈲髙木酒店

社長

副会頭
三木　　繁
㈱カスガ水産

社長

副会頭
佐藤　公一

大分海運㈱
社長

謹
ん
で
新
年
の

　お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　令
和
八
年
元
旦

会議所ニュース令和８年１月５日 （2）
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ラッピング方法もサイトでご紹介
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津久見市上青江4478番地の8
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議員
山本　圭三

㈱リスクサポート大分
社長

議員
吉田　幹生

吉田社会保険労務士事務所
代表

議員
狭間　宣尊

薬建重機車輛整備㈱
社長

議員
柴山　安生
㈱ヤクテツ

社長

議員
萬屋　哲生
㈱兵殖

所長

議員
福本　敏弘
光タクシー㈱

参与

議員
畑野　　昭
㈱ハタノ

社長

議員
幾田　淳也

㈲ティーアイコーポレーション
社長

議員
古手川美也
㈱美幸環境

社長

議員
廣戸　和彦
広戸菓子舗

代表

議員
菅原　朋紀
菅原工業㈱

社長

議員
薬師寺政宇
米庄石灰工業㈱

社長

議員
髙﨑　　力
㈱宏栄建設

社長

議員
神田　和一
㈱神田船舶

社長

議員
髙瀨　幸伸
㈱たかせａｏ

社長

議員
中津留正士
㈲第一文具店

社長

議員
髙山　　真
高山水理工業㈱

社長

議員
江藤　裕造
㈲江藤モーター

社長

議員
清水　正敏

㈱SOA大分津久見営業所
社長

議員
麻生　　勇
㈱麻生電業

社長

議員
市野瀬博康

㈲総合メンテナンスフォード
社長

議員
甲斐　友和
㈱甲斐建設

社長

議員
遠藤　正文
㈲遠藤建材社

会長

議員
兼田　裕士

㈱兼田コンサルタント
社長

議員
栗田　憲一
大分鉱業㈱

社長

議員
田村　　晃
岩崎礦業㈱

取締役

議員
吉本　岳史
㈲吉本

専務

議員
篠田　寛之

㈱サンリブマルショク津久見店
店長

議員
戸髙　利也
戸髙興産㈱
常務執行役員

議員
中井　剛

白石工業㈱津久見工場
工場長

議員
鵜池　貴司

日鉄鉱業㈱大分事業所
所長

議員
三田井大輔
焼肉三田井

代表

議員
佐藤　達雄
仲摩金物㈲

社長

（3） 令和８年１月５日会議所ニュース



施 行 日　2月22日（日）
試験会場　津久見商工会議所
申込締切　1月26日（月）
実 施 級　3級（9時～）
　　　　　2級（13時半～）
受 験 料　3級　3,300円
　　　　　2級　5,500円

施 行 日　2月8日（日）　
試験会場　津久見商工会議所　
申込締切　1月8日（木）

　
12
月
18
日(
木)

、津
久
見
商
工
会
議
所
青
年
部 

令
和
７
年
度 
第
１
回 

臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
会
長
の
鳥
越
基
克
君（
株
式
会
社
鳥
繁

産
業
）の
挨
拶
に
続
き
、令
和
９
年
度
会
長
選
任
、

令
和
８
年
度
役
員
選
任
、規
約
お
よ
び
運
営
規
定

の
見
直
し
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、令
和
９
年
度
会
長
に
神
田
美
子

君（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
ー
）、令

和
８
年
度
監
査
役
に
佐
藤
旭
君（
株
式
会
社
大
分

銀
行
）と
髙
野
美
優
君（
Ｂ
ａ
ｒ 

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ａ
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、令
和
８
年
度
会
長
で

あ
る
姫
野
晃
匡
君（
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
ヒ
メ
ノ
）を

中
心
と
し
た
役
員
体
制
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、三
委
員
会
体
制
を
二
委
員
会
へ
再
編
す
る

規
約
改
正
に
つ
い
て
も
、会
員
数
の
減
少
や
市
外
通

勤
者
の
増
加
、さ
ら
に
45
歳
卒
業
制
度
に
よ
る
自

然
減
な
ど
委
員
会
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、持
続
可
能
な
運
営
体
制
を
確
立
す

る
た
め
の
見
直
し
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
臨
時
総
会
終
了
後
は
、青
年
部
会
員
に
加
え
、古

手
川
会
頭
、徳
脇
副
会
頭
を
迎
え
て
忘
年
会
が
行

わ
れ
、立
場
を
越
え
た
交
流
や
意
見
交
換
が
和
や

か
に
進
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
臨
時
総
会

と
忘
年
会
を
通
じ

て
、次
年
度
へ
向
け

た
体
制
が
整
い
、青

年
部
と
し
て
の
結
束

と
活
動
意
欲
が
い
っ

そ
う
高
ま
り
ま
し

た
。今
後
も
若
い
力

を
結
集
し
、津
久
見

の
さ
ら
な
る
発
展
に

寄
与
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

青
年
部
だ
よ
り

　
地
域
住
民
の
努
力
に
よ
り
育
っ
た
〝
つ
く
み
の
桜
〞を
県
内
外
に

知
ら
し
め
、
更
な
る
知
名
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
す
る
。

《
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
》

◎
募
集
期
間
：
令
和
８
年
２
月
２
日(

月)

〜
４
月
８
日(

水)

◎
応
募
規
定

　
①
年
齢
・
市
外
・
市
内
・
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
な
い
。

　
②
サ
イ
ズ
　
２
Ｌ
サ
イ
ズ（
約
13×

18
㎝
）。

　
　
使
用
フ
ィ
ル
ム
や
印
画
紙
の
銘
柄
に
制
限
な
し
。

　
③
１
人
３
点
ま
で
応
募
可
能
。

　
④
応
募
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
に
撮
影
し
た〝
つ
く
み
の
桜
〞の
未
発

　
　
表  

　
　
写
真
。

◎
申
込
み
方
法

　
①
申
込
み
用
紙
は
、
津
久
見
商
工
会
議
所
Ｈ
Ｐ
か
ら
印
刷
す
る
か
、

　　　　商
工
会
議
所
・
観
光
協
会
・
つ
く
み
マ
ル
シ
ェ
等
に
設
置
し
て
い

　
　
る
も
の
を
使
用
す
る
。

　
②
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、作
品
と
共
に
、津
久
見
商

　
　
工
会
議
所
宛
に
郵
送
す
る
か
、
持
参
す
る
。

◎
表
彰
　
河
津
桜
賞（
１
名
）・
山
桜
賞（
１
名
）・
金
賞（
２
名
）

　
　
　
　
銀
賞（
３
名
）・
銅
賞（
10
名
）・
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
賞（
６
名
）

　
　
　
　
う
み
た
ま
ご
賞（
３
名
）・
大
分
合
同
新
聞
社
賞（
１
名
）

※

表
彰
式
：
令
和
８
年
５
月
17
日（
日
）
10
時（
津
久
見
市
漁
村
セ
ン
タ
ー
）

◎
主
催
　
津
久
見
商
工
会
議
所（
０
９
７
２
―

８
２
―

５
１
１
１
）

◎
後
援
　
津
久
見
市
・
津
久
見
市
教
育
委
員
会
・
津
久
見
市
観
光
協
会
・

　
　
　
　
大
分
合
同
新
聞
社

※

入
賞
作
品
の
使
用
権
利
は
、
津
久
見
市
桜
観
光
実
行
委
員
会
に
帰
属
す
る
。

※

被
写
体
の
肖
像
権
侵
害
等
に
対
す
る
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

【
日

　程
】
令
和
８
年
２
月
８
日（
日
）
13
時
30
分
（
受
付
13
時
）

【
場

　所
】
津
久
見
商
工
会
議
所
　
３
階
大
会
議
室

【
募
集
期
間
】
令
和
８
年
１
月
9
日（
金
）〜
１
月
30
日（
金
）

【
募
集
人
員
】
30
人
　※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

【
申
込
先
】
津
久
見
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
前
予
約
制
）

【
申
込
方
法
】
電
話
・
代
表
メ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
申
込

【
主

　催
】

　
津
久
見
商
工
会
議
所

　
〒
８
７
９
―
２
４
４
２
　津
久
見
市
港
町
１
番
21
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
７
２
―

８
２
―

５
１
１
１

　
Ｅ
―
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
　

　
ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ｕ
ｍ
ｉ
＠
ｔｓ
ｃ
ｃ
ｉ
．ｏ
ｒ
．ｊ
ｐ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

紅
葉
谷

　昌代

　フ
ォ
ト
教
室

２
０
２
６

つ
く
み
桜

なお、この期間以外でも、平日（９時～17時）は、
常時労働相談を受け付けています。

　大分県労働委員会では、解雇、賃金未払い、労働条件などの労使間トラブルについて、電話、
来所での相談を無料でお受けします。秘密は厳守されますので、お気軽にご相談ください。
【労働委員会は、労使紛争を解決するための専門的な行政機関です。労働相談では、専門的な
　　アドバイスのほか、内容に応じて労働委員会の「あっせん」や適切な機関を紹介します。】
１　期　　間　　令和８年２月１日（日）～２月７日（土）
２　受付時間　　平　日　９時～20時（来所の受付は19時まで）
　　　　　　　　土・日　９時～17時（来所の受付は16時まで）
　　　　　　　　※平日夜間、土・日曜日の来所の場合の出入り口は県庁舎本館東側通用口。
３　相談の方法　（１）電話相談　０９７ － ５ ３ ６ － ３ ６ ５ ０（相談専用ダイヤル）
　　　　　　　　　　　　　　　０９７ － ５ ０ ６ － ５ ２ ５ １
　　　　　　　　　　　　　　　０９７ － ５ ０ ６ － ５ ２ ４ １
　　　　　　　（２）来所相談　大分県労働委員会事務局（大分県庁舎本館３階）
　　　　　　　　　　　　　　　※来所相談の場合は事前にご連絡ください。

『悩まずどんとこい 労働相談週間』

※ZOOMも
ご利用できます！

第172回　簿記検定試験案内

第236回　珠算検定試験案内

商工会議所LOBO（早期景気観測）商工会議所LOBO（早期景気観測）
11月のトピックス

設備投資の動向
設備投資は高水準継続、更新需要が増加。

11月の動向

消費マインドが持ち直し業況改善も、コスト増や外部環境
の不安から先行きは慎重姿勢が続く。

11月の業種別動向調査
【建設業】住宅工事の低迷と人件費・資材高で業況悪化。

【製造業】設備投資と観光需要が業況を下支えし改善。

【卸売業】観光需要で売上増も円安負担で横ばい。

【小売業】行楽で客数増も季節商戦は準備難航。

【サービス業】観光好調で改善も訪日客減や外出控えに懸念。

令和８年１月５日 会議所ニュース （4）


